
 民 法 

（ 100 点）  
 

※  解 答 に 当 た っ て は 、 文 中 に お い て 特 定 さ れ て い る 日 時 に か か わ ら ず 、

試 験 時 に 施行 さ れ て いる 法 令 に基 づ い て 答え な さ い。  

 

第１ 問  

 

Ａは 、Ｂ との 間 で 、2021 年 10 月 １ 日 、Ｂ の所 有 す る甲 土 地 を 代金 4000

万 円 で 買 う旨 の 契 約 （以 下 「 本件 契 約 」 とい う ） を締 結 し 、 同日 、 甲土

地の 引 渡 しを 受 け た 。本 件 契 約に 基 づ く 代金 の 支 払と 甲 土 地 の所 有 権移

転登 記 手 続は 同 月 15 日 に 行 われ る べ き もの と さ れて い た 。 しか し 、 Ｂ

は 、そ れに 先 立 つ同 月 11 日、知 人で あ る Ｃ か ら、返 済 時期 を 2022 年 10

月 11 日と し て 1000 万円 の 貸 付を 受 け 、 その 際 、 甲土 地 に Ｃ に対 す る貸

金 返 還 債 務を 担 保 す るた め の 抵当 権 （ 以 下「 本 件 抵当 権 」 と いう ） を設

定し 、 同 日付 で 抵 当 権設 定 登 記が さ れ た 。こ れ に 気づ い た Ａ が代 金 の支

払 を 拒 ん だこ と か ら 、 そ の 後 、 本 件 契 約 に 基 づ く 代金 の 支 払 およ び 所有

権 移 転 登 記 手 続 は ど ちら も さ れな い ま ま でい る 。  

以 上 の 事 実を 前 提 に 、次 の ２ つの 問 い に 答え な さ い。 な お 、 ２つ の問

いは そ れ ぞれ 独 立 で ある 。  

 

問１  Ｂ のＣ に 対 す る返 済 は 長ら く 滞 っ てお り 、 2027 年 11 月１ 日 によ

うや く 100 万 円 が 返 済さ れ た 。現 在は 同 年 12 月１ 日 で あり 、こ れま で Ｂ

はこ の １ 回以 外 に 返 済を し て いな い 。 こ のと き 、 Ａ は Ｃ に 対 して ど のよ

う な 請 求 をす る こ と がで き る か。  

 

問２  本 件抵 当 権 設 定当 時 、 Ｃ は 本 件 契 約の 事 実 を知 っ て お り、 Ａ に対

す る 嫌 が らせ の た め にあ え て 甲土 地 へ の 抵当 権 設 定を 求 め た ので あ っ た。

そ の 後 、 本件 抵 当 権 が実 行 さ れ、 買 受 人 とな っ た Ｄ へ と 甲 土 地の 所 有権

移 転 登 記 が経 由 さ れ た。 こ の とき 、 Ａ は Ｄに 対 し てど の よ う な請 求 をす

る こ と が でき る か 。  



 

第２ 問  

   

Ａは 、2022 年 １ 月に 、自ら が 所 有す る 甲 土地 の 売 却に 関 す る 代理 権 を

甥 Ｂ に 与 え、 そ の 旨 を記 載 し た委 任 状 の ほか 、 実 印、 甲 土 地 の登 記 識別

情 報 通 知 書の 写 し を Ｂに 交 付 した 。 そ の 後、 Ａ は 、不 動 産 取 引に 通 じた

人 を 紹 介 して も ら え るこ と に なっ た の で 、同 年 ３ 月７ 日 に 、 Ｂに 依 頼を

と り や め たい 旨 を 伝 え、 Ｂ も それ を 了 承 した 。 そ の１ 週 間 後 に、 Ｂ は、

自 宅 を 建 てる た め の 敷地 を 探 して い た Ｃ と連 絡 が とれ た の で 、Ａ に 確認

を す る こ とな く Ｃ と の交 渉 を 進め 、 そ の 際に Ａ か ら預 か っ た まま に なっ

て い た 委 任状 な ど を 示し 、 甲 土地 の 売 却 に関 す る 代理 権 を 与 えら れ てい

る と 述 べ た 。 同 年 ４ 月１ 日 に 、Ｂ は 、 Ａ を代 理 し て、 Ｃ と の 間で 、 甲土

地 を 代 金 1000 万 円 で売 却 す る契 約 を 締 結し た 。 同日 に Ｂ の 指定 す る口

座 に 代 金 が振 り 込 ま れ、 所 有 権移 転 登 記 も経 由 さ れた 。  

 以 上 の 事実 を 前 提 に、 次 の ２つ の 問 い に答 え な さい 。 な お 、 ２ つ の問

い は そ れ ぞれ 独 立 で ある 。  

 

問１  Ａ は、 2022 年４ 月 10 日に 事 態 に気 が つ いた 。 Ａ は Ｃに 対 し てど

の よ う な 請求 を す る こと が で きる か 。  

 

問２  Ｃ との 契 約 に つい て Ｂ から 説 明 を 受け た Ａ は、 条 件 が 悪く な いこ

と を 考 慮 して 、 そ の 契約 を 追 認す る こ と にし 、 2022 年 ４ 月 10 日 に 、そ

の 旨 を Ｂ とＣ に 伝 え た。 契 約 書に は 、 甲 土地 の 面 積が 100 平 方メ ー トル

で あ る と 記載 さ れ て おり 、 契 約締 結 時 の 市場 価 格 が１ 平 方 メ ート ル あた

り 10 万円 で あ った こと か ら 1000 万円 とい う 価 格が 合 意 さ れて い た 。そ

の 後 、同年 ５ 月 に、Ｃが 甲 土 地の 面 積 を 測量 し た とこ ろ 、 90 平方 メ ー ト

ル し か な いこ と が 判 明し た 。 それ で も Ｃ の自 宅 の 建築 は 予 定 どお り 進め

る こ と が 可能 で あ る 。同 年 ７ 月に 付 近 の 開発 計 画 が公 表 さ れ たこ と を受

け て 、同 年 ９ 月現 在 、甲 土地 の 市 場価 格 は１ 平 方 メー ト ル あ たり 20 万 円

に な っ て いる 。 こ の とき 、 Ｃ は Ａ に 対 し てど の よ うな 請 求 を する こ とが

で き る か 。  


